
・"
東

北

の
百
合

若
伝

説
"
覚

書

矢

代

和

夫

新

潟
県
北
蒲
原
郡

聖
籠

町
諏
訪
山

に
真

言
宗

智
山

派

の
聖
籠
山
宝
積
院
観
音

寺
と

い
う
寺
院
が

あ
る
。

こ

の
町

の
伝
説

に
詳

し

い
方

の
案
内

で
、
寺

の
近
く

の
古
老
大
倉

さ
ん

の
家
を
訪
ね

る
。
今

日

二
十
日

は

寺

の
十

一
面
観
音

の
祭
日

の
日
と

い
う
。

大
倉

さ

ん

は
わ
れ
わ
れ

の
知

り
た

い
、

こ
の
地
方

の
百
合
若
伝

説

に

つ
い
て
知

っ
て
い
た
。

そ
れ

は
子
供

の
と
き

に

寺

の
先
代

の
住
職

か
ら
聞

い
た
そ
う
だ
。

そ
れ

に
よ

る
と
、
百
合
若

は
蝦
夷
と

の
合
戦

の
た
め

二
度
や

っ

て
来

た
。
百
合

若

の
鷹

は
こ
の
近

く

の
山

で
捕
ら
え

た
も

の
で
あ

り
、
観
音
寺

の
境
内

に
供
養

塔
が
あ

る

な
ど

と
教
え

て
貰

っ
た
。
ま

た
、
『
越
後

廿
九

番

蒲
原
廿

七
番

聖
籠
山
観
世
音
略
縁
起

』
を
頂
載

し

た
。
要
点

を
紹
介

し
て
み
る
と
、

そ
れ
は

「
抑

々
当

山

に
安
置

し
奉

る
十

一
面
観
世
音

菩
薩
併

に
二
王
尊

は
泰
澄

大
徳

の
御
作

に
し

て
霊

験
新

た

の
三
尊

な

り
」

に
始

ま
り
、
聖
武
天
皇

の
天
平
九
年
、
泰
澄
大

徳
が
、

百
合
若

を
思

い
鷹

の
緑

丸

の
後
生
を
弔
う

た

め
に
、

こ

の
三
尊
を
作

っ
た
と
し

て
い
る
点
が
注
意

を
引

く
。

こ

の
略
縁
起

の
百
合
若

関
係
を
整
理
す

る

と
、

①

「
天
智

皇
帝

の
二
年
蛮

国
よ
り
百
済
国

(
ひ
ゃ
く

さ

い
こ
く
)

に
敵
す

る
に
仍

っ
て
百
済

よ
り
本
朝

へ

救

を
乞

し

か
ば

皇

帝
筑

紫

の
木

の
丸

殿

へ
御

幸

あ

り
」

②

ア

「
豊
後

の
国

の
太
宰

の
和
田
丸
と

て
武
勇
比

い

無
き
壮
士
あ
り
」

イ

「
百
済
を
救

ふ
に
百
合
余

の
戦

に
理

を
失

ふ
事

な
し
異
掴
圦
着

拾
溺
玄

ぺ
か
尤

控
べ
》

ボ
薄
云
ひ
し
を

自
然
と
百
合
若
大
臣

と
称

ふ

る
と

か
や
」

ウ

「
其

の
後
嶋

々
の
夷

を
平
ぐ

べ
し
と
勅
命

を
蒙

む
り
蝦
夷
松
前

よ
り
当

国

へ
渡
り
此

の
山

の
洞

よ
り

名

鷹

を
得

ら
れ

た
り
緑

丸

と
名

付

け

て
深

く
愛

せ

り
」

③

「
鷹
も
忠
を
盡
す

こ
と
限
り
な

し
」

④

(
泰
澄
大
徳
が
天

平
九
年

三
尊
を
作

っ
た
話
が
繰

り
返

さ
れ
た
後
)

「人

王

五
十

一
代

平
城

天
皇

の
大

同
元
年
何
処
国

と
も
な
く
異
人
来

り
て
堂
舎

を
建

て

此

の
聖
者

を
籠

め
奉

る
が
故

に
聖
籠

山
と
名
付
け

た

り
」

⑤

「
慶
長
十

三
年

太
守
秀
勝
公
進
行
有

り

て
本
堂
併

に
二
王
門

を
建

て
永

く
国
家
鎮
護

の
道

場
と
な
り

て

一
度

結
縁

の
輩

は

二
世

の
求

願

む
な

し

か
ら
ざ

ら

ん
」
云

々
。

以
上
、

五
点

の
内
、
特

に
②

ア
、

イ
、
ウ

は
、
太

宰

の
和

田
丸
が

、
百
済
救
援

に
活

躍
し
、
〈
百
合
弱
〉

と
呼
ば

れ
る
よ
う

に
な

り
、

そ
れ
を
自
然

に

〈
百
合

若
大
臣
〉

と
呼
ぶ

よ
う

に
な

っ
た

の
で
は
と

い
う
点
、
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ま

た
、
勅
命

に
よ
り
蝦
夷

と
の
合
戦

を
経

て
、
此

の

国

へ
や

っ
て
来

た
と

い
う
点
、

そ

の
時

、
山

の
洞

で

鷹
を
得

て

〈
緑
丸
〉
と
名
付

け
た
と

い
う
点
が
注

目

さ

れ
る
。

百
合
若

は
伝
統
約

な

"
鬼
退

治
"

に
も
行

か
ず
、

百
済
救
援

と
蝦
夷
と

の
合
戦

の
軍
事
統
率
者

と

し
て
考

え
ら
れ

て
い
る
。
宝
積
院
観

音
寺

の
縁
起

類

に

つ
い
て
は
、
板
垣
俊

一
氏

の

「北

越

の
百
合
若

伝
説

-
地

方

に
お

け

る
伝

説

の
生

成

と
変
容

1
」

(
上

・
下
)

に
詳

し

い
検
討
が

あ

る

の
で

い
ま
は

そ

れ

に
譲

っ
て

お
く
。
さ

て
、

『
日
本
伝

説
体

系
』
所

収

の
略

縁
起

『
聖
籠

山
観
世

音
略

縁
起
』

(
以
下
、

体
系

本
)

の
翻

刻
が

あ

る

(
資
料

提

供

本
多

典

子

〈
表
〉

要

点

壱
岐
イ
チ
ジ
ョ
ー
(昭
9
)

氏
)
。
し

か
し
、
本
文

そ

の
他

の
資
料

に
も

異
同

が

大
き
く
、
む

し
ろ
混
迷

を
深

め
る
段
階
だ
が
、

百
合

若

の
命
名

に

つ
い
て
は
、
体
系
本
も
、
連
戦
連
勝

の

和
田
麿
を
対
戦
相
手
も

畏
服
し

て

「
百
合
若
大

臣
」

と
称

し
た
旨
記

し
て
共

通
す

る
が
、
本
文

に

「邦

人

諱

弱
易
以
若
字
」

と
解
説

す
る
か
ら

「
百
合
弱
」

目

ぺ
か
じ

ゃ
く
が
前
提

に
あ

る

の
か
も
知
れ

な
い
。

略

縁
起

に
は
、
新
潟
県
岩
船

郡
朝
日
村

の
阿
部
操

の
昔

話

(
『
越

後

の
民

話
』

一
九

五
七

刊
)

の
よ

う

に

"観

音

の
秘

花

11
百
合

の
花
"

に
因
む
命

名
譚

は
な

い
よ
う
だ
。
対
馬

の
小
宮

レ
ン

(
『対
馬

の
昔
話
』
)

と
新

潟

の
阿
部
操

の
二
例
だ

け
が

「鷹

」
の
代
わ

り

新
潟
阿
部
操

(昭
32
)

一
九

九

一
、

四

、

一

①
宝
競
い

②
万
長
者
の
申
子
祈
請

③
百
合
若
誕
生

●④
求
婚

○
朝

日
と
万
の
長
者

○
清
水
観
音

↓
前
世

の
業
11
夫
婦

○
決
死
の
祈
願

〇

六
条
内
裏

・
輝
日

↓
天
狗

の
秘
法

○
万
と
朝
日
の
長
者

○
村

の
氏
神

↓
前
世

の
業
11
夫

○
百
合

の
花

・
祈
願

↓
夢
告
11
百
合
若
名

×

対
馬
小
宮

レ
ン

・
松
島

に

「
鳩
」
と

し
て
い
る

の
が
気

に
な

る
が

、
対
馬

と

新
潟
朝

日
村

と
関
連

が
あ

る
の
か
、
偶

然

に
依

る
の

か
、
謎

は
と
け
な

い
。

紙
幅

の
関
係

も
あ

る
の
で
百
合
若

伝
説

の
表
を
別

に
付

し
た
。
以
下

は

そ

の
解

説

で
あ

る
。
「
イ

チ
ジ

ョ
ー
」

の
欄

は
、

山

口
麻

太

郎

校
訂

『
百
合

若

説

経
』

(昭
和

九
年

一
誠

社
刊
)

の

「
百
合

若
説

経
梗

概
」

に
依

る
。

そ

の
当
時
既

に
唯

一
の
伝
承
者

で
あ

っ
た

「
田
河
村

諸
吉

の
イ

チ
ジ

ョ
ー
に
就

き
其

の
梗

概
を
記
す
」

と

い
う
も

の
。
梗
概

と

い
う
と

こ
ろ

に

限
界
が

あ

る

の
は
致

し
方

な

い
。
「
阿

部
操
」

の
欄

は
、
前

田
淑

「
日
本
各

地

の
百
合
若

伝

説
」

(
上
)

の
水
沢
謙

一
の
阿
部
操

か
ら
聞

い
た
話

に
依

る
。
操

の
記
憶
す

る
話

は
壱

岐
島

の
伝
説

と
類
似

す

る
と
前

田
氏

は
評

し
て

い
る
。
阿
部
操

の
話

を
前

田
氏
が
民

話
と

し
て
扱

う
よ
う

に
、
盲
僧

や
巫
女

の
語
り
が
語

り
と

し
て
は
既

に
伝
わ
ら
ず
、
古
老

の
記
憶

に
話
と

し

て
残

っ
た

の
か
、
或

い
は
、
別

に
文
字

化
さ
れ

た

ル
ー
ト
に
依

る

の
か
、
現
場

の
事
情

は
様

々
で
あ

る
。

次

に

「
松
島
」

の
欄

は
、
対
馬

の
緒
方

の
松
島
源
助

の
伝
え

た
も

の

(
『
日
本
昔
話
通
観
』
)

に
よ

る
。
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⑤百

合
若懲

罰

O

鬼
退

治(
ケ
イ
マ
ン
コ
ク)

×

↓
成功

ー
内裏

授与

⑥殿

の
命令

○
鬼退

治
(き

ん
ま
ん
こ
く)

○
鬼退

治

●

↓
縁
起

蝦
夷

↓

天
子
の

命

⑦鬼

退
治

↓

↓

○

↓
玄
界
島

⑧
征
伐
の
様
子

○
詳
し
い

○
詳
し
い
(
異
文)

×

○
簡
略

⑨
取
残
さ
れ
た
百
合
若

○
神
の
怒
り

○
疲
労
る

眠
り

○
飲
酒
眠
り

○
鬼
探
索中

●

↓
不遜

の
歌

●

↓
睡
眠
中家

来船

出

↓
し
き
み・
わ
き
み

船
出

↓

家来

船
出

↓
家
来
船
出

⑩
百
合
若
在
島
生
活

○
小鬼

と
共
同生

活

O
茨
木
童
子
の
助
け

○
刀
で
貝
取
り

○
同
3

年

⑪
鷹
の
往
来

○

●鳩

↓女

よ
り
若
へ

●
鳩↓

家
↓
若

○
鷹
↓
島

●

↓

若↓

健
在
の
返
事女↓若(硯筆)鳩失神若介抱

↓

〔
上
〕

にほぼ同
じ

↓
硯
筆鷹死

す

⑫離

島
の
機
会

○
日
本
の

漁船

来島

0
3

年
後
漁夫

夢
を見て↓きんまんこ

く
に漁↓若救出

○
何
人
も
来
島↓若11髭異形↓若救出

○
小
船
来
島若異形人か鬼か↓救出

⑬帰

国
・

本
人
の
正

体

○
奥歯

の
特
徴(
キ
バ)

○

帰

国
・

殿
に

報
告、

b
強
い
己

○
強
い

弓

⑭結

び

○
目
出
度内

裏
の
主

○
し

き
み
・

退

治
・

結

婚

O
家
来
降参

家
来射

殺

〔注
〕
縁
起
類
と

の
比
較
↓
直
接

の
関
係
が
見
出
し
難

い

文
芸
科

カ
ラ

ン
ド
リ

エ
①

(
1
9
9
2
年
度
)

4

・
7

二
年

オ
リ

エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン

4

・
10

入
学
式

4

・
15

前

期
授
業
開
始

4

・
28

一
年
、
神
奈
川
県
立

近
代
文
学
館

・

大
佛
次
郎
記
念
館
見

学
、

二
年
、
朝

日
新
聞
東
京
本
社
見

学

5

・
13

一
・
二
年
、
文
楽
鑑
賞

「
南
都

二
月

堂
良
弁
杉
由
来
」

「新

版
歌
祭
文
」

於
国
立
劇
場

5

・
21
～
23

一
年
文
芸

研
修

旅
行

(
二
泊

三

日
)
軽
井
沢

・
追
分

散
策

・
湯

田
中

温

泉

泊

・
黒

姫

童

話

館

(
館

長

講

演
)

・
一
茶
記
念
館

・
北
斎
館

・
善

光
寺

・
懐
古
園

な
ど
を
見
学

7

・
13

二
年
古
山

ゼ

ミ

集

英
社
見
学

7

・
14

前
期
授
業
終

了

7

・
17
～
27

前
期
定
期

試
験

7

・
28
～

9

・
11

夏
期

休
暇

9

・
1
～
3

二
年
実

川
ゼ

ミ
研
修
旅
行

盛

岡

・
遠
野

・
花

巻

9

・
12

前
期
定
期
試
験

成
績
発
表

(
一
年
)
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